
重要事項説明書 
 

訪問看護サービス提供にあたり、介護保険法に関する厚生労働省令に基づいて、当事業者が説明すべ

き重要事項は次のとおりです。 

 

１、事業者の理念 

「愛し愛される訪問看護」 

 

２、事業者の基本方針 

（１）誰に対しても笑顔であいさつが出来る職員 

（２）利用者様が納得する安全で安心な医療の提供 

（３）人権を尊重したサービスに努める。 

（４）利用者様・家族・地域と職員が調和して在宅療養を考える。 

 

３、事業者の概要 

事業者の名称      医療法人社団哺育会 訪問看護ステーション和音 

事務所の所在地     埼玉県川越市かすみ野二丁目15番11 

法人種別        医療法人 

代表者の氏名      浪川浩明 

電話番号        ０４９‐２１１‐２１００ 

都道府県知事許可番号  １１６０４９０２６８ 

 

４、事業の目的と運営の方針 

 

事業の目的 

医療法人社団哺育会が実施する指定訪問看護事業所の適正な運営を確保する為に、人員

及び管理運営に関する事項を定め、事業所の看護師その他の従業者で、 医師が訪問看

護の必要を認めた患者に対して、適切な指定訪問看護を提供することを目的とします。 

 

 

運営の方針 

 

・利用者の心身の特性を踏まえて、全体的な日常生活動作の維持、回復を図るとともに、

生活の質の確保を重視した在宅療養が継続できるように支援します。 
・事業の実施にあたっては、関係市町村、居宅支援事業所、地域の保健、医療、福祉サ

ービスとの密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとします。 

 

５、事業所の職員体制 

従業者の職種 員数 勤務の体制 

管理者 １人 常勤 

訪問看護師 ５名 常勤（５名）勤務時間８時３０分から１７時３０分 

言語聴覚士 １名 常勤 

理学療法士 ２名 常勤（２名） 

事務職員 １名 常勤 

 

 

 

 

 



６、サービス提供日および時間 

サービス提供日   毎週 月・火・水・木・金 

＊ 土日祝日および年末年始（１２月３０日～１月３日）は休業日とする。 

＊ サービス提供時間  午前 ８時３０分～午後５時３０分 

 

７、利用料金について 

（１）利用状況に応じて、下記一覧表に記載のある内容を請求致します。 

   その他に交通費等が実費負担となる場合もあります（次項参照） 

訪
問
看
護 

基本部分     単位数単価 1単位 ＝ 10.42円 

訪問看護費 

20分未満 

30分未満 

30分以上1時間未満 

1時間1時間30分 

314単位 

471単位 

823単位 

1,128単位 

訪問看護費 

※言語聴覚士等の場合 

20分以上（1回につき） 

20分以上（1日2回を超えた場合） 

294単位 

265単位 

初回加算（退院日） 
過去2ヵ月において訪問看護を行っていない場

合で、退院日に初回訪問を行った月に算定 
350単位 

初回加算（退院日以降） 
過去2ヵ月において訪問看護を行っていない場

合で、退院日以降に初回訪問を行った月に算定 
300単位 

長時間訪問看護加算 １時間30分以上の利用 300単位 

複数名訪問加算 30分未満 2人以上での訪問看護を30分未満で行ったとき 254単位 

複数名訪問加算 30分以上 2人以上での訪問看護を30分以上で行ったとき 402単位 

時間外加算 

 夜間（18～22時） 

 早朝（6～8時） 

夜間、早朝に訪問看護を行った場合 

（各訪問看護費の25％） 

393単位 

589単位 

1,029単位 

1,410単位 

時間外加算 

 深夜（22～6時） 

深夜に訪問看護を行った場合 

（各訪問看護費の50％） 

471単位 

707単位 

1,235単位 

1,692単位 

緊急時訪問看護加算（Ⅰ） 

（業務負担軽減体制整備あり） 

常時、相談等に対応できる体制にあり、必要に

応じて緊急時訪問を行う場合 
600単位 

特別管理加算（Ⅰ） 
特別な管理を必要とする利用者に対して訪問

看護を行った場合※1 
500単位 

特別管理加算（Ⅱ） 
特別な管理を必要とする利用者に対して訪問

看護を行った場合※2 
250単位 

ターミナルケア加算 
在宅で死亡した利用者に対してターミナルケ

アを行った場合 
2,500単位 

退院時共同指導加算 

退院又は退所した利用者に対して退院時共同

指導を行った後、退院又は退所後に訪問指導を

行った場合のみ、初回時に加算 

600単位 

看護・介護職員連携強化加算 
訪問介護事業所と連携し、たんの吸引等の特定

行為を行う支援を行った場合 
250単位 



看護体制強化加算（Ⅰ） 
厚生労働大臣が定める基準を満たした訪問看

護事業所が訪問看護を行った場合 
550単位 

看護体制強化加算（Ⅱ） 
厚生労働大臣が定める基準を満たした訪問看

護事業所が訪問看護を行った場合 
200単位 

サービス提供体制強化加算（Ⅰ） 
厚生労働大臣が定める基準を満たした訪問看

護事業所が訪問看護を行った場合 
6単位 

サービス提供体制強化加算（Ⅱ） 
厚生労働大臣が定める基準を満たした訪問看

護事業所が訪問看護を行った場合 
3単位 

※１ 特別管理加算（Ⅰ）第6号イに規定する状態にある利用者に対して指定訪問看護を行う場合 

※２ 特別管理加算（Ⅱ）第6号ロ、ハ、ニ又はホに規定する状態にある利用者に対して指定訪問看護を行う場合 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

介護予防訪問看護費 

20分未満 

30分未満 

30分以上1時間未満 

1時間1時間30分 

303単位 

451単位 

794単位 

1,090単位 

訪問看護費 

※言語聴覚士等の場合 

20分（1回につき） 

20分（1回につき）※3 

20分以上（1日2回を超えた場合） 

20分以上（1日2回を超えた場合）※3 

284単位 

279単位 

142単位 

137単位 

時間外加算 

 夜間（18～22時） 

 早朝（6～8時） 

夜間、早朝に訪問看護を行った場合 

（各訪問看護費の25％） 

379単位 

564単位 

993単位 

1,363単位 

時間外加算 

 深夜（22～6時） 

深夜に訪問看護を行った場合 

（各訪問看護費の50％） 

455単位 

677単位 

1,191単位 

1,635単位 

看護体制強化加算 
厚生労働大臣が定める基準を満たした訪問看

護事業所が訪問看護を行った場合 
100単位 

※３ 利用期間が１２ヶ月を超える場合 

※その他加算については訪問看護に準じる 

 

（２）必要に応じて、下記に記載のある内容を請求いたします。 

  ・交通費（実施地域外のみ）：３３０円（税込） 

  ・死後の処置料：１６，５００円（税込） 

 

８、キャンセルについて 

利用者の都合によりサービスを中止する場合は、次のキャンセル料をいただきます。 

ただし、病状の急変など、緊急やむを得ない事情がある場合は不要です。 

利用日の前日までに連絡があった場合   無料 

利用日の当日に連絡がなかった場合    実費（基本訪問看護費の自己負担割合と同額） 

                    及び交通費（2ｋｍ以上1ｋｍ毎に55円） 

 

 



９． 利用料等のお支払い方法 

事業所は、前月料金の合計額の請求書及び明細書を発行し、利用者及びその家族は、連帯して、

当事業所に対し当該合計額を支払うものとします。支払方法については原則として引落しとなります。

なお、引落しが確認でき次第、領収書を発行いたします。 

 

10、秘密の保持について 

当事業者および事業者の使用する者は、サービス提供をする上で知り得た利用者およびその家族

に関する秘密を正当な理由なく第三者に漏らしません。 

また、従業員が退職後も在籍中に知り得た利用者ならびにご家族の秘密を漏らすことがないよう

必要な措置を講じます。 

 

11、実習生、スタッフの同行見学 

   意欲、目的の明確な実習生等が勉強のため同行訪問を行う場合があります。その際には事前に説

明し、同意を得られた場合のみとします。個人情報の取り扱いには十分に注意するものとします。 

 

12、身分証明書の携帯 

   訪問看護事業所名、訪問者の氏名、写真貼付のある名札を携帯し、利用者や家族に求められた際

には提示いたします。 

 

13、事故発生時の対応について 

   サービス提供により事故が発生した場合は、市町村、利用者家族、居宅介護支援事業者等に連絡

するとともに、必要な措置を講じます。 

   また、サービス提供により賠償すべき事故が発生した場合は、速やかに損害賠償いたします。 

   なお、事業者は下記の損害賠償保険に加入しています。 

 

   訪問事業者総合補償制度（一般社団法人 全国訪問看護事業協会） 

 

14、虐待防止について 

   利用者の人権の擁護、尊厳の保持が達成されるよう、虐待の未然防止、早期発見、迅速かつ適切

な対応等を推進します。 

 

15、虐待防止の周知徹底について 

   虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催します。また、虐待防止のための指針

を整備し、研修会を定期的に開催してスタッフに周知徹底します。 

   虐待防止に関する措置を適切に実施するための担当者を定めます。 

 

   担当者：黒﨑正美 

 

16、虐待の通報について 

   サービス提供中に当該事業所スタッフ又は養護者（利用者の家族等高齢者を現に養護する者）に

よる虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかにこれを市町村に通報するものとし

ます。 

 

 

 



17、業務継続計画について 

   感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する看護サービスの提供を継続的に実施し、非

常時の体制で早期の業務再開を図るための計画(以下「業務継続計画」という)を策定します。非常

時は当該計画に従い必要な措置を講じます。またこの計画は定期的に見直し、必要に応じて変更し

ます。 

 

18、業務継続計画の周知徹底について 

   業務継続計画の具体的な内容をスタッフ間で共有します。また、平常時の対応の必要性や緊急時

の対応に係る理解の励行を行うことを目的に、スタッフに対して業務継続計画について説明、周知

を行います。そのために必要な研修及び訓練を定期的に実施します。 

 

19、身体的拘束等の適正化 

   利用者又は他の利用者等の生命または身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体的

拘束等を行わないものとします。やむを得ぬ理由で身体的拘束等を行う場合には、その態様および

時間、その際の利用者の心身の状況並びに身体拘束等を行った理由を記録します。 

 

20、感染症の予防および蔓延の防止について 

   事業所における感染症の予防および蔓延防止のための指針を作成し、対策を検討する委員会を定

期的に開催します。スタッフに周知徹底を行い、研修及び訓練を定期的に実施します。 

 

21、ハラスメント対策の強化 

   職場または利用者等（家族・関係者含む）において行われる性的な言動・行動またな優越的な関

係を背景とした言動・行動等による著しい迷惑行為により、スタッフの就業環境を害されることを

防止するための方針を明確化し、スタッフ、利用者に対し周知・啓発します。 

   また相談対応のための窓口、担当者を定め、マニュアル作成や研修の実施等、被害防止のための

取組を実施します。メンタルヘルス不調への相談対応や行為者に対して１人で対応させない等、被

害者への配慮のための取組を実施します。 

 

22、苦情等申立窓口 

当事業所のサービスについて、ご不明の点や疑問、苦情がございましたら、下記相談窓口までご

一報ください。責任をもって、調査、改善をさせていただきます。 

 

苦情相談窓口：担当 医療法人社団哺育会 訪問看護ステーション和音 

     電話  ０４９‐２１１－２１００ 

 

  川越市役所 介護保険課 

     所在地 川越市元町1-3-1 

     電話  ０４９－２２４－８８１１ 

  日高市役所 介護福祉課 

     所在地 日高市大字南平沢1020 

     電話  ０４２－９８９－２１１１ 

  狭山市役所 介護保険課 

     所在地 狭山市入間川1-23-5 

     電話  ０４－２９５３－１１１１ 
 



  鶴ヶ島市役所 高齢者福祉課 

     所在地 鶴ヶ島市大字三ツ木16-1 

     電話  ０４９－２７１－１１１１ 

  埼玉県国民健康保険団体連合会 介護サービス苦情相談窓口 

    所在地 さいたま市中央区大字下落合１７０４国保会館 

     電話  ０４８－８２４－２５６８ 

 

 

 

 

 



医療保険ご利用料金のご案内 
 

注）下記の利用料金については一例です。実際の利用状況によって金額が増減する場合があります。 

 

基本料 

＋ 

管理料 

× 訪問回数 ＋ 

加算 

＋ 

その他 
週３日目まで 月の初日 ２４Ｈ対応体制加算 ６8０0円 

訪問看護ベースアップ評価料（Ⅰ） 780円 

（特別管理加算 ２５０0／５０0０円） 

 

 

 

情報提供書 

１５０0円 

５５５０円 7670円 

週４日目以降 ２日目以降 ＋ 必要に応じて 

看護師の場合 

６５５0円 

３０００円 

長時間訪問看護加算     ５２０0円 

複数名訪問看護加算     ４５０0円 

難病等複数回訪問加算 ２回／４５００円 

３回以上／８０００円 

退院時共同指導加算     ８０００円 

ターミナル療養費Ⅰ   ２５０００円 

理学療法士等の場合 

５５５０円 

 

総金額 × 利用者さまの保険割合 ＝ お支払い金額 （交通費が別途必要になる場合があります） 

 

◆               様の場合  ☆週   回訪問として、 

 

  基本料        管理料            加算             その他 

５５５0 円×   回＋７67０円×１回 ＋ ６8０0 円（２４ｈ）    × １回＋１５０0円×１回 

             ３０００円×  回  ２５0０／５０0０円（特別）×１回＋  780 円×1 回 

 

総合計金額       円 ×  1・２・３割 ＝       円となります。 

※該当する数字に○をつけて下さい。 

 

◆営業時間外の利用料（計画外の訪問の場合のみ） 

営業日（月～金曜日 ８：３０～１７：３０） 

時間帯 ３０分毎９０分以内 

８：００～８：３０ ３００円（税込３３０円） 

１７：３０～１８：００ ３００円（税込３３０円） 
 

営業日以外（土・日・祝日） 

時間帯 ３０分毎９０分まで ９０分を越えて３０分毎 

８：３０～１７：３０ ５００円（税込５５０円） ７００円（税込７７０円） 

 ※上記時間以外の夜間、深夜に訪問した場合は、法により定められた金額を元に、利用者様の負担

割合に応じた金額をお支払い頂きます。（夜間・早朝：２１００円、深夜：４２００円） 
 

◆延長料金（９０分を超えて３０分ごと） １８００円（税込１９８０円） 
 

◆交通費 

２ｋｍを越えて１ｋｍ毎 ※片道分のみ請求 ５０円（税込５５円） 
 

◆その他 

日常生活品（衛生材料含む）の物品を提供した場合、実費負担となります。（別紙参照） 
訪問看護ステーション和音 

令和6年6月１日改定 

＝総金額 



介護保険ご利用料金のご案内 
 

注）下記の利用料金については一例です。実際の利用状況によって金額が変更する場合があります。 
 

川越市（６級地） １単位＝１０．４２円 
 

基本料金 

２０分未満 ３１４単位 

３０分未満 ４７１単位 

３０分～１時間未満 ８２３単位 

１時間～１時間３０分 １，１２８位 

リハビリ（20分） ２９４単位 

リハビリ（20分） ※１日２回を超えた場合 ２６５単位 

× 

利用回数 
＋ 

初回加算（Ⅰ） 退院又は退所日に訪問した場合 

    （Ⅱ） 退院又は退所日の翌日以降に訪問した場合 

（Ⅰ）３５０単位 

（Ⅱ）３００単位 

＋ 

加算（必要に応じて請求させていただきます） 

長時間訪問看護加算 ３００単位 

複数名訪問加算 ３０分未満（Ⅰ）看護師 

             （Ⅱ）看護補助者 

（Ⅰ）２５４単位 

（Ⅱ）２０１単位 

        ３０分以上（Ⅰ）看護師 

             （Ⅱ）看護補助者 

（Ⅰ）４０２単位 

（Ⅱ）３１７単位 

時間外加算 夜間（１８～２２時）早朝（６～８時） 所定単位数の２５％ 

      深夜（２２～６時） 所定単位数の５０％ 

緊急時訪問看護加算（Ⅰ） ６００単位 

特別管理加算（Ⅰ） ５００単位 

特別管理加算（Ⅱ） ２５０単位 

ターミナルケア加算 ２，５００単位 

退院時共同指導加算 ６００単位 

看護・介護職員連携強化加算 ２５０単位 

看護体制強化加算（Ⅰ） ５５０単位 

看護体制強化加算（Ⅱ） ２００単位 

サービス提供体制強化加算（Ⅰ） ６単位 

サービス提供体制強化加算（Ⅱ） ３単位 

∥ 

合計単位数 × 10.42 × 1 割 ・ 2 割 ・ 3 割  ＝         円 
＋ 

交通費 ※実施地域外のみ、片道分を請求 ３００円（税込３３０円） 

＋ 

死後の処置料 １５，０００円（税込１６，５００円） 

∥ 

支払い金額          円 
◆その他 

1 月当たりの総単位数を越えてサービスを利用した場合は、実費負担となります。 
訪問看護ステーション和音 

令和６年６月１日改定 



介護保険ご利用料金のご案内（介護予防） 
 

注）下記の利用料金については一例です。実際の利用状況によって金額が変更する場合があります。 
 

川越市（６級地） １単位＝１０．４２円 

 

基本料金 

２０分未満 ３０３単位 

３０分未満 ４５１単位 

３０分～１時間未満 ７９４単位 

１時間～１時間３０分 １，０９０単位 

リハビリ（20分） ２８４単位 

リハビリ（20分） ※１日に２回を超えた場合 １４２単位 

× 

利用回数 
＋ 

初回加算（Ⅰ） 退院又は退所日に訪問した場合 

    （Ⅱ） 退院又は退所日の翌日以降に訪問した場合 

（Ⅰ）３５０単位 

（Ⅱ）３００単位 

＋ 

加算（必要に応じて請求させていただきます） 

長時間訪問看護加算 ３００単位 

複数名訪問加算 ３０分未満（Ⅰ）看護師 

             （Ⅱ）看護補助者 

（Ⅰ）２５４単位 

（Ⅱ）２０１単位 

        ３０分以上（Ⅰ）看護師 

             （Ⅱ）看護補助者 

（Ⅰ）４０２単位 

（Ⅱ）３１７単位 

時間外加算 夜間（１８～２２時）早朝（６～８時） 所定単位数の２５％ 

      深夜（２２～６時） 所定単位数の５０％ 

緊急時訪問看護加算（Ⅰ） ６００単位 

特別管理加算（Ⅰ） ５００単位 

特別管理加算（Ⅱ） ２５０単位 

ターミナルケア加算 ２，５００単位 

退院時共同指導加算 ６００単位 

看護・介護職員連携強化加算 ２５０単位 

看護体制強化加算 １００単位 

サービス提供体制強化加算（Ⅰ） ６単位 

サービス提供体制強化加算（Ⅱ） ３単位 

∥ 

合計単位数 × 10.42 × 1 割 ・ 2 割 ・ 3 割 ＝         円 
＋ 

交通費 ※実施地域外のみ、片道分を請求 ３００円（税込３３０円） 

＋ 

死後の処置料 １５，０００円（税込１６，５００円） 

∥ 

支払い金額          円 
◆その他 

1 月当たりの総単位数を越えてサービスを利用した場合は、実費負担となります。 
訪問看護ステーション和音 

令和６年６月１日改定 


